
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年3月吉日

新・旧役員　　各位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社協八木山連合支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　　■■　■■   　
社協八木山連合支部合同会議開催のご案内及び資料
平成２３年度の社会福祉協議会八木山連合支部　新・旧理事及び評議員の合同会議を、八木山

まちづくり協議会拡大連絡協議会に引き続き、下記のとおり開催いたしますので、ご出席お願い申しあげます。

記

日時　　　　平成24年4月8日（日）　　　午前10時45分から12時00分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事の方は、10時30分までに集合してください）

場所　　　　つつじが丘ふれあいセンター　　　　　　集会室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　会　議　次　第　
１．　社協八木山連合支部合同会議・開会の辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■理事
２．　支部長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

３．　来賓挨拶（市社協関係者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■理事
４．　議長紹介（会則　第１３条により第一副支部長が議長を務める。）　　　　　　　　　　 　■■理事

５．　議長登壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■副支部長

６．　議事

　　　（1）　平成23年度活動報告及び決算報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

　　　（2）　平成23年度会計監査報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■監事
　　　（3）　平成24年度活動計画（案）及び予算（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

　　　（4）　平成24年度新役員、　理事改選・承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■議長
（5）　会則変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■支部長

７．　議長降壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■副支部長

８．　新役員紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■理事

９．　新支部長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長



合同会議　案内状送付者

　　新・旧社協八木山連合理事会及び評議員会のメンバー

1号議案　　　平成23年度活動報告及び決算報告　　
　　１.全般
　　　　本年度、社協八木山連合支部は、例年の支部活動実績を参考に年間活動計画を策定し、松が丘連合自治会、つつじが丘統一自治会の両自治会員及び社協会員の皆様の御支援・御協力により、大きなトラブルもなくこれらを実施することが出来ました。この1年間の活動を振り返り、日々福祉事業を推進して頂きました民生児童委員、近隣ケアグループ、自治会の福祉関係役員、ボランティア団体の皆様、誠にありがとうございました。次期新役員の皆様方には新たな視点で問題点など指摘・改善して頂きますことを、又引き続き役員を継続して頂く、民生児童委員、近隣ケアグループや関係団体の皆様には、これからも社協活動への積極的なご協力を重ねてお願い申し上げます。
２.会議等
本年度、理事会３回、地域福祉懇談会を２回開催しました。以下、会議の概要についてまとめました。
●理事会
～第1回（5月21日開催）～
事務局体制の強化がなされたことを確認し、支部社協としての役割を協議。

支部社協としては、地域コミュニティの形成のために、自治会・その他の組織をサポートしていく事が重要であるとの認識で意見が一致し、支部社協としての活動を一般会員の皆様に啓蒙することも大切であるとの意見が出されました。

～第２回（7月9日開催）～
4月の合同会議で疑問として出された、評議員会のあり方について協議。高齢化していく八木山地区の福祉に関する対策としてどのようなことがなされるべきか意見交換がされ、松が丘、つつじヶ丘それぞれ、自治会を通して福祉に関する動きが活発化していることを確認しました。
又、前回の理事会で活動を啓蒙するとの意見があり、その方法として、議事録の回覧が提案され、承認されました。
　～第３回（2月12日開催）～
23年度事業報告・決算及び24年度の活動方針・予算についての議論。規約についての検討がなされました。活動方針として、メニュー事業であるアンケート調査の有効利用の提案があり、積極的に活用していくことで、意見が一致しました。また、規約については、再度検討する余地があり、承認には至りませんでした。
　～第4回（2月26日開催）～

第3回理事会で、議論が持ち越しとなった為、臨時で理事会を開催。会則変更・総会資料についての最終確認を行い、アンケート調査についての、各務原市社会福祉協議会との打ち合わせ内容を報告。今後打ち合わせを重ね、有効活用できるようにしていくこと確認。

●評議員会

　　～第1回～（2月12日開催）～

　　　数年前から問題提起されていました、評議員会を開催し、あり方を含め評議員の方々に忌憚ない意見を述べていただきました。予算の審議は年度末近くではなく、年度の中ごろでの審議を行わないと、反映しづらい、評議員会を開催するのであれば、きちんとした議題を持って、又評議員会の意見が理事会に反映されるような会議にしてほしいとの意見が出されました。
　 ●地域福祉懇談会

～第1回地域福祉懇談会（6月5日）～
松が丘、つつじが丘の自治会長、民生児童委員、各丁の近隣ケアグループ代表、松が丘長寿
会代表、つつじが丘シニアクラブ代表、市社協八木山連合支部担当が参加、懇談会を開催しました。
八木山地区の高齢化のデータを数値として提供。今後各団体でどのような活動をし、福祉への取り組みを行っていけばいいのかという意見交換の場となりました。その中で「見守り」「声かけ」が大切であり、そのためには、民生委員や近隣ケアだけでなく、自治会の協力を得ることが不可欠であり、自治会でもできる事から協力していく。という意見があり、具体案として回覧、広報は手渡しで行っていく。という意見が出されました。その後、手渡し活動は実践されつつあります。

～第2回地域福祉懇談会（9月10日）～
中学校教頭、小学校PTA会長、松が丘福祉担当、松が丘、つつじが丘の民生児童委員、つつじが丘福祉委員、近隣ケア代表、松が丘長寿会代表、つつじが丘シニアクラブ代表、社協八木山支部担当が参加、懇談会を開催しました。
　　　　　福祉に関する取り組みが活発化してきた中で、松が丘で立ち上がった福祉ネットワークの準備委員会の　話、つつじが丘の福祉委員の活動強化についての意見をいただき、各団体からの、活動への希望等が出ました。また中学生もできることは積極的に参加させたいとのご意見もいただきました。
３.　行事等
　　●共催事業等
恒例となっているまち協４大行事は、自治会をはじめ校区各団体との共催行事として、当支部の役員もスタッフとして参画して実施し、いずれも盛況に終わりました。又ネットワーク八木山の機関紙も例年どおり配布いたしました。
昨年度初めて行われた、中学生ボランティアによる盆踊りへの綿菓子の出店を今年も行いました。

当日は行列ができる盛況ぶりで、準備から後片付けまで一緒になって青年ボランティアと活動することにより、地域コミュニティの深まりを感じました。このような活動で、少しでも多くの地域のつながりを構築していくことが、支部社協としての大切な役割の一つと考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●支部支援の行事として

　～ふれあいの集い及びふれあい交流会～　

松が丘・つつじが丘の両地域において、当支部役員、シニアクラブ・長寿会、民生児童委員、近隣ケア
グループ、自治会福祉委員等の福祉関係者により企画・準備され、多くの高年齢の皆様等をお迎えして盛大に実施されました。なお、この行事は、歳末たすけあい特別事業の助成を受けています。
　　
～ボランタリーハウス～
つつじが丘では、『ボランタリーハウス・いこいのつつじ』が毎週金曜日、定期的に1年を通して開催され、地域の高年齢者のいこいの場になっております。
松が丘では今年度から毎月1回『いきいきハウス』が開催され、大変多くの方にご参加いただき、多くの方のふれあいの場となっております。
～友愛訪問・近隣ケアグループの活動～
民生児童委員・近隣ケアグループの皆様による日常の地域福祉ボランティア活動、高齢者世帯・独居
高齢者への在宅訪問、友愛訪問などの諸活動が行われました。
４.　八木山連合支部社会福祉協議会　会員数
昨年同様、各自治会を通して会員募集をお願いしご協力頂きました。おかげさまでほぼ例年どおりの会　　

　　　員数となりました。八木山連合支部の会員加入率は市全体では常に上位に有り、今後ともこうした状況を
維持して行きたいと願っております。但し一部ではありますが、まだ加入会率の低い自治会が有りますので、こうした地域ではより一層の募集活動をお願いいたします。
【　別紙1　H23年度活動実績表　 】
【　別紙2　H23年度八木山連合支部収支決算書　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2号議案　　　平成23年度会計監査報告　
3号議案　　　平成24年度活動計画（案）及び収支予算（案）
　　社協八木山連合支部は本年度も「地域に適応した福祉活動を行い、地域ぐるみで住みよいまちづくりに努力する事」を目的とした諸活動を行います。　当地域には松が丘、つつじが丘両自治会等の15団体及びボランティア団体があります。まち協４大行事など社協の目的と合致するイベントについては、これらの活動を支援します。
また当地域は急速に少子高齢化しています。今後もよりよい活動が実施できるよう、今後迎える超高齢社会に対応できるよう、福祉経験者の意見を聞き、ニーズを把握しながら今後の活動に反映させるよう努力します。そのために事務局体制を充実します。
●行事・広報について

校区の各団体とともに、まち協４大行事を共催行事として例年どおり実施することを予定しています。広報については、機関紙「ネットワーク八木山」の配布にて会計報告を全会員に発信していくとともに、回覧による、議事録の開示を今後も継続していきたいと考えています。その他の諸行事も基本的には例年と同じものと考えておりますが、支部行事のうち「ふれあいの集い」「ふれあい交流会」を中心的な行事として、この内容の向上・支援に努めるとともに、市社会福祉協議会が提示するメニュー事業助成金を活用する企画を検討していきます。
盆踊りへの出店は青年ボランティアへ協力を依頼し継続していきたいと考えています

●ボランタリーハウスの充実
松が丘では今年度からボランタリーハウスがスタートして、多くの方が足を運んで下さり、地域の憩いの場として確立し始めています。今後も積極的に支援していきたいと思います。一方、いこいのつつじの支援は、継続実施いたします。
●両自治会をはじめとする諸団体及びボランテア団体の地域活動
昨年度は、多くの場で福祉についての議論がなされてきました。その中で福祉に関する取り組みは地域全体の問題であり、自治会及びまちづくり協議会構成団体などの協力なしでは、取り組みの進歩は難しいと考えられます。支部社協として、昨年度から実践されつつあります、広報・回覧の手渡し活動をはじめとし、自治会やまちづくり協議会構成団体などと積極的に情報・意見を交換して、より良い八木山地区へしていくよう連携を強めていきたいと思います。
【 別紙3　　Ｈ24　社協八木山連合支部　活動計画（案） 】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　別紙4　　Ｈ24　社協八木山連合支部　収支予算（案） 】

4号議案　　　平成24年度新役員、　理事改選・承認
　【　 別紙5　　八木山支部役員名簿　】

5号議案　　　会則変更
社会福祉法人　各務原市社会福祉協議会　八木山連合支部会則の一部を次のように改正する。

第6条の4項に二重線の項目を追加する
第６条　支部長は、八木山連合自治会副会長に就く者をあて、第一副支部長には、八木山連合自治会会長の職に就く者をあてる。

２　第二、第三副支部長には松が丘、つつじが丘民生児童委員代表を年度毎に交互にあてる。

３　理事は民生児童委員、松が丘、つつじが丘自治会福祉担当役員、松が丘、つつじが丘自治会近隣ケアグループ代表、八木山校区青少年育成市民会議推進委員長、体育振興会会長及びまちづくり協議会事務局長をあてる。

４　評議員は、次の各分野から代表として選出された八木山まちづくり協議会・連絡協議会委員及び事務局員をあてる。　又、福祉に熱意のある者をあてる。
（１）　自治会役員　　　（２）　ＰＴＡ役員　　　　　　 　（３）　子ども会育成協議会役員　　

（４）　女性会役員　　　（５）　少年指導部会役員　 （６）　青少年育成推進委員会役員　　

（７）　小中学校代表　 （８）　体育振興会役員　　 （９）　その他、福祉に熱意のある者
５　監査はシニアクラブ代表　（松が丘長寿会、つつじが丘シニアクラブ）をあてる。

６　福祉推進員は松が丘連合自治会及びつつじが丘統一自治会から選出された各々１名のものをあてる。

７　事務局員は、主として社協支部役員・福祉推進員経験者の中から支部長が推薦し理事会で選任した者と前項の福祉推進員をあてる。

第11条を以下のように改める

（理事会）

第11条　理事会に議長を置き、第一副支部長を持ってこれにあてる。

２　理事会は次の事項を審議する。

（１）　事業の方針並びに運営に関する事項

（２）　事業計画並びに収支予算

（３）　事業報告並びに収支決算

（４）　合同会議に付議する事項

（５）　その他、支部長が付議した事項

第12条の2項に二重線の項目を追加する

（評議員会）

第12条　評議員会の議長は、その都度、評議員の互選で定める。

２　評議員会は、次の事項を必要に応じて審議する。
（１）　支部の方針に関する事項

（２）　事業計画並びに収支予算

（３）　事業報告並びに収支決算

（４）　その他、支部長が必要と認めた事項

付則
10　一部改正　平成24年4月8日
【　別紙6　　会則】
合同会議当日　この資料を持参してください。
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